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特集
大江町の上水道

息を合わせ放水!!
　８月４日、河北町サハトべにばなで西村山支

部消防操法大会が開催され、本町から小型ポン

プの部に第３分団第２部と第４分団第３部が出

場しました。操法は団員同士の動きを合わせ、

いかに早く正確に放水できるかが求められます。

出場団員は１カ月以上にわたる訓練の成果を存

分に発揮し、息の合った見事な操法を披露して

くれました。（10ページに関連記事）



特
　
集

旧西部簡易水道区域の切留水源

大江町の上水道
私たちの生活を支える

　

水
は
、
飲
料
・
風
呂
・
炊
事
・
洗
濯
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
資
源
で

す
。
平
成
24
年
度
大
江
町
上
水
道
事
業
の
給
水
状
況
に
よ
る
と
、
１
人
１
日
の
平
均
給
水

量
は
415
ℓ
（
生
活
用
水
ほ
か
、
営
業
や
工
業
用
水
を
含
む
）
で
１
年
間
に
換
算
す
る
と
１

人
当
た
り
約
15
万
１
０
０
０
ℓ
、
こ
れ
は
幅
12
ｍ
×
長
さ
25
ｍ
×
深
さ
1.2
ｍ
の
25
ｍ
プ
ー

ル
約
半
分
を
給
水
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
日
々
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
い
か
に
大
量
の
水
を
必
要
と
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

7
月
18
日
と
22
日
、
山
形
県
内
を
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
い
、
町
に
大
量
の
水
を
供
給
し

て
い
る
村
山
広
域
水
道（

以
下
村
広
水）

の
給
水
が
停
止
し
た
こ
と
で
、
町
で
は
２
度
の

断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
町
内
で
も
断
水
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
地
区

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
町
の
水
道
水

は
ど
の
よ
う
に
家
庭
ま
で
送
り
届
け
ら
れ
る
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

町
内
に
あ
る
3
種
類
の
水
道

　

水
道
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
給
水
人
口

に
よ
っ
て
異
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
給
水
人
口
が
５
０
０
１

人
以
上
の
も
の
を
上
水
道
、
101
人
以
上

５
０
０
０
人
以
下
を
簡
易
水
道
事
業
、
50

人
以
上
100
人
以
下
の
も
の
は
飲
料
水
供
給

施
設
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
内

に
は
左
沢
地
区
周
辺
お
よ
び
県
道
大
江
西

川
線
沿
い
に
上
水
道
1
箇
所
、
用
地
区
に

簡
易
水
道
1
箇
所
、
黒
森
区
と
道
海
区
に

飲
料
水
供
給
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
１
箇
所
ず

つ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
木
の
沢
区

は
寒
河
江
市
水
道
給
水
区
域
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
水
道
は
水
源
と
呼
ば
れ
る
そ

の
地
域
を
流
れ
る
川
や
湧
水
か
ら
、
水
道

水
の
元
と
な
る
原
水
を
取
水
す
る
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
水
、　
　
　

給
水
量
は
年
々
増
加

　

平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
の
用
途
別
使

用
水
量（
次
頁
の
グ
ラ
フ
）に
よ
る
と
年
間

の
使
用
水
量
は
約
131
万
９
０
０
０
㎥
で
、

工
業
用
水
は
約
59
万
㎥
、
家
庭
用
水
が
約

54
万
㎥
、
営
業
用
水
が
約
13
万
６
０
０
０

㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
業
用
水
は
製
造
業
な
ど
の
産
業
活
動

に
供
給
さ
れ
る
水
で
、
原
料
用
、
製
品
処

理
・
洗
浄
用
、
ボ
イ
ラ
ー
用
、
冷
却
用
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
家
庭
用
水
は

日
々
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
中
で
、
営

業
用
水
は
事
務
所
、旅
館
、飲
食
店
な
ど
で

使
用
さ
れ
る
水
で
す
。
そ
の
他
の
部
分
に

は
官
公
署
や
学
校
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
水

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

1
人
当
た
り
の
給
水
量
を
み
る
と
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
12
年
に
は
260
ℓ
だ

っ
た
給
水
量
が
平
成
24
年
に
は
そ
の
1.6
倍

平成２５年９月号・2



■ 特集　大江町の上水道

の
415
ℓ
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
主
な
理

由
と
し
て
工
業
用
水
の
増
加
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

2
種
類
の
配
水
系
統
で
構
成
さ
れ
る

上
水
道
区
域

　

上
水
道
は
、
安
全
か
つ
安
定
し
た
給
水

を
図
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
上
水
道
区
域

と
西
部
簡
易
水
道
区
域
が
平
成
19
年
4
月

に
経
営
統
合
さ
れ
、現
在
に
至
り
ま
す
。そ

の
た
め
現
在
は
同
じ
上
水
道
給
水
区
域
内

で
も
、
顔
好
区
内
に
あ
る「
顔
好
橋
」
を
境

と
し
て
、
東
側
の
旧
上
水
道
区
域
と
西
側

の
旧
西
部
簡
易
水
道
区
域
で
は
配
水
系
統

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

①
旧
上
水
道
区
域

　

昭
和
37
年
に
月
布
川
を
水
源
と
し
て
経

営
認
可
を
受
け
、
昭
和
40
年
に
給
水
を
開

始
。
そ
の
後
給
水
量
の
増
加
を
図
る
た
め

昭
和
57
年
ま
で
2
度
の
拡
張
工
事
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
59
年
よ
り
寒
河
江

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
村
山
広
域
水
道
用
水

供
給
事
業
が
開
始
さ
れ
る
と
、
今
後
さ
ら

な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
水
道
使
用
量
に

対
応
す
る
た
め
、
旧
上
水
道
区
域
は
村
広

水
か
ら
全
面
受
水
を
す
る
こ
と
と
な
り
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

村
広
水
か
ら
浄
化
さ
れ
て
き
た
水
は
本

町
北
東
部
の
楯
山
配
水
池
で
受
水
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
三
郷
配
水
池
、
下
北
山
配
水
池

に
分
け
ら
れ
各
家
庭
に
給
水
さ
れ
ま
す
。

　

全
面
受
水
の
旧
上
水
道
区
域
は
7
月
18
、

22
日
の
村
広
水
の
給
水
停
止
で
最
も
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
の
使

徳沢配水池

柳川浄水場

長畑配水池 道海配水池

下北山配水池

加圧ポンプ

用配水池 三郷配水池

黒森配水池 楯山配水池貫見配水池

各配水池の水位
を監視する中央
管理室

切留水源

旧西部簡易水道
旧上水道

黒森飲料水
供給施設

道海飲料水
供給施設
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平成24年度用途別使用水量 上水道区域１人１日あたりの平均給水量の推移(ℓ)

大江町の給水区域図

用簡易水道

3・広報おおえ



用
水
量（
約
131
万
９
０
０
０
㎥
）
の
う
ち
、

旧
上
水
道
の
水
量
は
約
123
万
５
０
０
０
㎥

を
占
め
て
お
り
全
体
の
約
93
％
に
な
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
町
は
水
道
水
の
大
半
を
村

広
水
に
依
存
し
て
い
る
状
態
と
い
え
ま
す
。

②
旧
西
部
簡
易
水
道
区
域

　

昭
和
52
年
に
柳
川
地
内
月
布
川
右
岸
の

柳
川
水
源
か
ら
取
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
の
水
位
の
低
下
を
理
由
に
切

留
水
源
に
切
り
替
え
、
さ
ら
に
平
成
9
年

に
は
安
定
か
つ
よ
り
多
く
の
取
水
量
を
確

保
す
る
た
め
に
、
柳
川
地
内
月
布
川
の
従

来
と
は
異
な
る
場
所
に
水
源
と
し
て
取
水

口
が
建
設（
柳
川
浄
水
場
も
あ
わ
せ
て
建

設
）
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
旧
西
部
簡
易
水

道
区
域
に
は
切
留
水
源
、
柳
川
水
源
の
2

つ
の
水
源
系
統
が
あ
り
ま
す
。

　

切
留
水
源
系
統
は
金
華
山
麓
の
湧
水
を

取
水
し
、
高
低
差
を
使
用
し
て
徳
沢
配
水

池
へ
導
水
さ
れ
、
滅
菌
室
で
紫
外
線
処
理

お
よ
び
消
毒
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

柳
川
水
源
系
統
は
月
布
川
の
取
水
口
よ

り
柳
川
浄
水
場
へ
導
水
さ
れ
、
そ
こ
で
沈

殿
・
ろ
過
・
消
毒
の
3
段
階
の
処
理
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。
ろ
過
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
が
、
柳
川
浄
水
場
で
は
膜
ろ
過

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
微
細
な

孔
を
も
つ
膜
に
水
を
通
し
、
原
水
中
の
不

純
物
を
分
離
除
去
す
る
方
法
で
す
。
浄
化

さ
れ
た
水
は
そ
の
後
各
配
水
池
、
加
圧
ポ

ン
プ
を
経
由
し
各
家
庭
に
給
水
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
18
日
の
豪
雨
で
は
、
切
留
水
源
と

徳
沢
配
水
池
の
間
に
あ
る
導
水
管
が
土
砂

崩
れ
に
よ
り
寸
断
さ
れ
、
さ
ら
に
柳
川
浄

水
場
の
膜
ろ
過
装
置
に
目
詰
ま
り
が
発
生

し
た
た
め
一
時
区
域
内
で
断
水
が
発
生
し

ま
し
た
。し
か
し
、復
旧
後
は
通
常
通
り
運

用
さ
れ
、再
び
豪
雨
が
襲
っ
た
7
月
22
日
に

は
断
水
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

湧
水
を
利
用
し
た
3
つ
の
水
道
区
域

　

用
区
・
黒
森
区
・
道
海
区
に
あ
る
水
道

は
、
湧
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
。

　

湧
水
は
山
に
降
っ
た
雨
が
地
中
で
時
間

を
か
け
て
ろ
過
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
清

潔
か
つ
降
水
に
影
響
さ
れ
ず
、
取
水
に
適

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

取
水
後
は
各
地
区
の
滅
菌
室
で
塩
素
消
毒

の
み
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
配
水
池
か
ら

各
家
庭
へ
送
水
さ
れ
ま
す
。

　

湧
水
の
利
用
か
つ
水
道
施
設
に
被
害
が

な
か
っ
た
た
め
、7
月
18
日
・
22
日
の
豪
雨

で
も
3
地
区
は
断
水
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

村
山
広
域
水
道

　

寒
河
江
ダ
ム（
西
川
町
）の
完
成
に
合
わ

せ
て
、村
山
地
方
の
市
町
は
今
後
増
加
が
予

想
さ
れ
る
給
水
量
に
対
応
す
る
た
め
に
、県

に
村
山
地
方
一
帯
に
給
水
で
き
る
浄
水
場

の
整
備
を
要
望
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
県

は
昭
和
59
年
に
西
川
町
に
浄
水
場
を
整
備

し
、村
山
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
を
開
始

（
本
格
給
水
は
平
成
3
年
）し
ま
し
た
。

　

事
業
の
中
心
と
な
る
西
川
浄
水
場
は
、

本
町
含
め
村
山
地
方
の
6
市
6
町
に
1
日

に
最
大
で
12
万
２
５
０
０
㎥
を
給
水
で
き

る
県
内
最
大
の
浄
水
場
で
す
。

　

施
設
内
で
は
寒
河
江
川
か
ら
取
水
し
た

原
水
に
、凝
集
剤（
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
）
を
加
え
水
中
の
泥
な
ど
の
浮
遊
物
を

貫見～本郷西部（顔好橋以西、原、
所部、塩野平含む）の各家庭へ給水

黒森区給水行程小
清
・
小
釿
・
材
木

　
各
家
庭
へ
給
水

黒
森
の
家
庭
へ
給
水黒森水源 塩素による消毒後、

配水池に溜められる

柳
川・沢
口
の
各
家
庭
へ
給
水

第
２・３・４
加
圧
ポ
ン
プ

旧西部簡易水道区域給水行程

切留水源

柳川水源(取水口)

徳沢配水池で紫外線処理
後消毒される

切留集水井

柳川浄水場で沈殿→ろ過→消毒→活性炭処理 長畑配水池

貫見配水池
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凝
集
・
沈
殿
・
除
去
後
、
砂
と
砂
利
で
ろ
過

さ
れ
、
塩
素
消
毒
を
経
て
各
市
町
に
給
水

さ
れ
ま
す
。

　

通
常
、寒
河
江
川
か
ら
取
水
さ
れ
る
原
水

の
濁
度（
水
の
濁
り
の
程
度
）は
10
前
後
。雨

天
時
は
支
流
か
ら
濁
っ
た
川
水
が
流
れ
込

む
た
め
数
百
度
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
の
場
合
で
も
寒
河
江
ダ
ム
が

溜
め
て
い
る
き
れ
い
な
水
の
放
流
に
と
も

な
っ
て
、濁
り
が
薄
ま
る
の
で
、
２~

３
時

間
で
浄
水
処
理
で
き
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

7
月
18
日
の
豪
雨
で
は
、
寒
河
江
ダ
ム

に
今
ま
で
に
な
い
量
の
土
砂
が
流
入
し

た
た
め
、
ダ
ム
の
水
自
体
が
濁
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
川
の
水
を
薄
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
朝
6
時
か
ら
原
水
の
濁

度
が
急
上
昇
し
11
時
に
は
給
水
停
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
13
時
に
は
濁
度

２
９
９
６
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
高
い
状

態
が
約
30
時
間
続
き
ま
し
た
。
7
月
19
日

10
時
、
濁
度
が
処
理
可
能
の
目
安
で
あ
る

300
程
度
ま
で
低
下
し
た
た
め
給
水
を
再
開

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
機
械
で
の
監
視

に
限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
職
員
が
手
作
業

で
確
認
し
な
が
ら
処
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

現
在
も
寒
河
江
ダ
ム
の
濁
り
は
収
ま
っ
て

お
ら
ず
、取
材
に
う
か
が
っ
た
当
日（
8
月

26
日
）も
濁
度
は
100
程
度
あ
り
ま
し
た
。

50
項
目
に
お
よ
ぶ
水
質
基
準

　

水
道
水
の
水
質
基
準
は
水
道
法
第
4
条

に
基
づ
き
細
か
く
設
定
さ
れ
お
り
、
基
準

項
目
は
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
て

逐ち
く

次じ

改
正
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
病
原
性
微
生
物
、重
金
属
、濁
度
な
ど

50
項
目
で
管
理
さ
れ
、
水
道
水
は
こ
の
全

て
の
項
目
で
基
準
値
以
下
に
な
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
水
源
別
に
家
庭
で
採
取
し
た
水

道
水
を
専
門
の
業
者
に
委
託
し
、
毎
月
1

回
水
質
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

西
川
浄
水
場
で
も
水
質
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ

な
い
水
質
の
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。

断
水
を
受
け
て

　

西
川
浄
水
場
で
は
、
今
後
も
浄
化
の
過

程
を
見
直
し
て
い
き
、
少
し
で
も
給
水
量

が
増
え
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

た
だ
し
、凝
集
剤
に
よ
る
泥
の
沈
殿
量
は
、

施
設
の
容
量
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
た

め
、
7
月
18
日
の
よ
う
な
豪
雨
の
時
も
通

常
と
同
じ
給
水
量
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

施
設
を
抜
本
的
に
見
直
さ
な
い
限
り
限
界

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、仮
に
今
回
の
豪
雨
に

耐
え
ら
れ
る
浄
水
場
を
整
備
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

天
災
は
人
の
力
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
万
が
一
断
水
に
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
給
水
車
の
配
備
や
自
己

水
源
区
域
の
拡
大
な
ど
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

水
道
水
の
多
く
を
村
広
水
に
依
存
し
て

い
る
本
町
も
、今
回
の
断
水
を
受
け
、非
常

時
に
使
用
す
る
給
水
タ
ン
ク
や
自
己
水
源

区
域
の
拡
張
を
す
す
め
て
い
く
予
定
で
す
。

自
己
水
源
区
域
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
現

在
旧
上
水
道
区
域
で
あ
る
顔
好
か
ら
梨
の

木
原
ま
で
、
切
留
系
の
水
道
水
の
通
水
試

験
を
9
月
中
に
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

■ 特集　大江町の上水道

フロック形成池…ゆっく
りかき混ぜ大きな泥の粒
を作っていく

傾斜版沈殿池…泥の粒を沈殿させ
除去し、きれいな上澄み部分を抽
出する

急速ろ過池…細かい砂と大
きな砂利を通して更に浄化

薬品混和地…凝集剤を
入れかき混ぜる

送水管を通って楯山配
水池へ給水

左沢周辺の各家庭へ給水

下 北 山 配 水 池

三 郷 配 水 池

望山加圧ポンプ場

三郷周辺の
各家庭へ
本郷東部（顔好橋
より東）の各家庭へ

望山以西の
家庭へ

凝集剤投入直後の原水(右)、水中の泥が
白く固まり、時間が経つと沈殿する(左)

消
毒
後
、
施
設
内
の
浄

水
池
に
貯
蔵

村山広域水道給水行程

取水堰…寒河江川をせき
止め原水を取水する

沈砂池…原水に含まれる
砂などを沈殿させ除去

西川浄水場…導水トンネ
ルを通り西川浄水場へ

5・広報おおえ



　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
２
０
４
０
年
の
人
口
推
移
で
は
、山
形
県
全
体
で
約
３
割

が
減
少
し
、大
江
町
の
人
口
は
約
５
千
８
百
人
に
減
少
す
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
予
測

が
示
さ
れ
ま
し
た
。人
口
減
少
・
少
子
化
は
労
働
人
口
の
減
少
、現
役
世
代
の
負
担
増
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
弱
体
化
な
ど
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、町
で
は
人
口
減
少
・
少
子
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
未
婚
化
・
晩
婚

化
の
対
策
と
し
て
、結
婚
を
希
望
す
る
方
に
、出
会
い
の
場
の
紹
介
や
結
婚
・
恋
愛
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
う「
婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
大
江
町
婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
概
要
と「
県
内
の
婚
活
事
情
」「
仲
人
と

し
て
の
心
構
え
」と
題
し
て
、６
月
11
日
に
開
か
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ｎ
ｅ
ｔ
か
ほ
く

の
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
講
演
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

30
代
前
半
男
性
の
半
数
以
上
が
未
婚

　

平
成
22
年
度
の
町
に
住
む
30
歳
以
上
59

歳
ま
で
の
未
婚
者
の
状
況
は
次
項
の
表
の

と
お
り
で
す
。
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
10
年
前
と
比
較
し
て
未
婚
者
の
割
合

は
男
女
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
30

歳
～
34
歳
の
男
性
で
は
51．5
％
と
大
変
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
年
前
の
40
歳

代
の
未
婚
者
数
と
10
年
後
の
50
歳
代
の
未

婚
者
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
定
の
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
後
も
な

か
な
か
結
婚
に
至
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

積
極
的
に
動
け
な
い
若
者
の
増
加

　

「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
」を

み
る
と
、
18
～
34
歳
の
男
女
と
も
9
割
が

「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」と
回
答
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
希
望
し
て
い
て
も
未

婚
化
・
晩
婚
化
が
進
行
し
て
い
る
の
は
、社

会
環
境
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
の
ほ
か
、「
恋
愛
や
結
婚
す
る
た
め
に

積
極
的
に
行
動
で
き
な
い
」
と
い
う
若
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
参
加
す
る

が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」「
そ
も

そ
も
異
性
と
ど
の
よ
う
に
話
せ
ば
い
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
に
対
し
て
、
出

会
い
の
場
の
提
供
と
い
っ
た
単
発
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
、
成
婚

に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

現
代
の
結
婚
事
情
に
合
わ
せ
た
制
度

　

今
回
は
じ
ま
る
婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
結
婚
事
情
に
あ

わ
せ
た
も
の
で
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
、

　

昨
年
度
県
内
で
開
催
さ
れ
た
婚
活
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
合
計
約
９
千
人
が
参
加
し
、

そ
の
中
か
ら
300
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
成
婚

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

い
ざ
付
き
合
っ
て
も
、
会
話
、
デ
ー
ト
の

仕
方
、
服
装
な
ど
ど
う
行
動
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
男
女
と
も
年
々
理
想
が
高
く
な
る
傾

向
に
あ
り
、
付
き
合
っ
て
は
い
て
も
結
婚

ま
で
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
も
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

出
会
い
の
場
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、

結
婚
や
恋
愛
の
悩
み
相
談
な
ど
も
受
け
持

つ
婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
は
未
婚
・
晩
婚
化
が

進
む
現
代
の
結
婚
事
情
に
お
い
て
必
要
な

存
在
で
す
。
ま
た
一
人
で
も
多
く
結
婚
し

て
も
ら
う
た
め
、
活
動
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー

の
姿
は
結
婚
を
希
望
す
る
方
々
へ
の
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
の
必
要
性

NPO法人元気netかほく
婚活コーディネーター

小笠原　学 氏

大江町
婚活チューター制度

スタート
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NPO法人元気netかほく
婚活コーディネーター

佐藤　郁子 氏

結
婚
に
対
す
る
悩
み
や
相
談
に
の
っ
た
り

す
る
な
ど
の
手
助
け
を
お
こ
な
い
、
結
婚

に
向
け
て
一
歩
前
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
に

背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

①
チ
ュ
ー
タ
ー
と
は

　

結
婚
を
希
望
す
る
人
へ
婚
活
を
順
調
に

進
め
る
た
め
の
手
助
け
や
手
伝
い
を
す
る

人
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
結
婚

を
希
望
す
る
人
の
こ
と
を
「
婚
活
生
」
と

呼
び
ま
す
。

②
チ
ュ
ー
タ
ー
の
主
な
役
割

⒜
婚
活
生
の
発
掘

⒝
婚
活
生
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供

や
参
加
の
促
し

⒞
結
婚
や
恋
愛
に
関
す
る
悩
み
相
談

⒟
村
山
地
域
の
チ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
と
の
交
流

③
チ
ュ
ー
タ
ー
の
条
件

　

チ
ュ
ー
タ
ー
は
、大
江
町
内
に
住
む
お
お

む
ね
30
歳
以
上
の
既
婚
者
で
あ
れ
ば
可
能

で
す
。特
に
専
門
の
資
格
が
必
要
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、条
件
を
満
た
し

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、誰
で
も
チ
ュ
ー
タ
ー

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
チ
ュ
ー
タ
ー
の
期
間

　

登
録
後
か
ら
翌
年
の
3
月
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
事
業
実
施
期
間
中
で
担
当
す
る

婚
活
生
を
成
婚
さ
せ
た
場
合
は
、
そ
の
時

点
で
担
当
し
て
い
た
婚
活
生
へ
の
支
援
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

⑤
謝
金
な
ど

　

活
動
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
は
、そ
の
活

動
費
と
し
て
謝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、事
業
実
施
期
間
中
に
担
当
す
る
婚
活
生

を
成
婚
さ
せ
た
場
合
、成
功
報
償
金
と
し
て

10
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑥
活
動
時
間
の
目
安

　

婚
活
生
の
状
態
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な

い
範
囲
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
募
集

　

町
で
は
婚
活
チ
ュ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
結
婚
を
希
望
す
る
人
の
悩
み
を

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

方
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課
政
策

推
進
係
☎(

62)

２
１
１
８
ま
で

　

現
在
の
お
見
合
い
は
、
親
族
は
立
ち
会
わ

ず
に
本
人
同
士
を
会
わ
せ
る
形
式
が
主
流
で
、

あ
く
ま
で
も
結
婚
、
出
会
い
の
一
手
段
と
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
チ
ュ
ー
タ
ー

は
、
交
際
や
結
婚
の
後
押
し
、
相
談
役
な
ど

個
人
対
個
人
の
出
会
い
か
ら
結
婚
に
至
る
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
は
①
個
人

情
報
を
他
人
に
洩
ら
さ
な
い
②
当
人
と
し
っ

か
り
話
し
、
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
条
件
を

聞
く
③
結
婚
す
る
気
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
さ
な
い
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
お
互
い
に
謙
虚
な
心
を
持
た
せ
る

こ
と
も
大
事
で
す
。
自
分
だ
け
が
妥
協
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に
と
っ
て
も
自

分
は
妥
当
な
結
婚
相
手
な
の
か
と
い
う
立
場

で
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

自
然
と
お
互
い
が
譲
り
合
い
理
解
し
あ
え
る

関
係
が
築
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え

▲婚活チューター制度説明会の様子

■ 婚活チューター制度

大江町に住む30歳以上の未婚者数

年　代
平成12年 平成 22年

総数
（人）

うち
未婚者
（人）

全体
割合
（％）

男性
割合
（％）

女性
割合
（％）

総数
（人）

うち
未婚者
（人）

全体
割合
（％）

男性
割合
（％）

女性
割合
（％）

30 ～ 34 歳 437 128 29.3 40.2 18.3 415 164 39.5 51.5 26.0 
35 ～ 39 歳 574 93 16.2 27.5 5.4 416 108 26 38.5 13.7 
40 ～ 44 歳 647 65 18.5 15.5 4.2 437 81 18.5 26.2 10.1 
45 ～ 49 歳 775 80 10 16.9 2.5 559 73 13.1 21.3 5.0 
50 ～ 54 歳 803 61 7.6 10.4 4.0 616 61 9.9 15.7 4.0 
55 ～ 59 歳 526 14 2.7 4.3 1.1 747 72 9.6 15.6 2.6 
合　計 3,762 441 14.05 19.1 5.9 3,190 559 19.43 28.1 10.2 

【参考】平成 12、22 年度国勢調査　
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　大江町最大の行事である、水郷大江夏まつり大会が8月10日から

15日まで6日間にわたり開催されました。

　7月18日に発生した豪雨災害から、あまり時間が経たない中での

開催でしたが、今年も暑い夏をさらに熱くする各種イベントが、町内

各地で開催されました。

　8月15日には、夏まつり大会のメインイベントであり県内最古91

年の歴史を持つ、灯ろう流し花火大会が開催されました。会場となっ

た最上川河畔周辺などには約7万５千人もの観客が詰め掛け、3か

所から打ち上げられる約4,000発の花火と川面を彩る1,600個が織り

なす音と光のショーを満喫しました。

④8/15　71の露店が並ん
だ原町の露店市（原町通り）
⑤8/14　青竹ちょうちん祭
りの下おこなわれた納涼盆
踊り大会、大江アスリート
クラブによるダンスも披露
された（写真⑥）（中央通
り商店街）⑦大江町ならで
はの絵柄と優しい光が魅力
の水郷灯ろうまつり（8区）
⑧8/15　花火大会には吉
村知事も駆けつけ、”豪雨”
を乗り越えて開催される大
会に応援の言葉をいただき
ました

①8/10　小倉交流館裏
を流れる南堰の水路を利
用しておこなわれた魚つ
かみ取り大会（十八才区）
②8/15　灯ろう流しに
は左沢高校の生徒や新成
人がボランティアで参加
③8/15　お盆の期間中
も歴史民俗資料館に親し
んでもらおうと、今年初
めて開催された添

そえがま

釜

夏まつり水郷
大江

❶

❷❸

❹

❺

❻

❼ ❽
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豪雨に負けず
　 力強く打ち上がる 花火

9・広報おおえ



あなたの地域の情報をどしどしお寄せください！　総務課情報システム係（☎６２－２１８７）

Town Topics

　消火活動までの操作を競い合う、山形県消防協会西村

山支部消防操法大会が8月4日、河北町サハトべにばな

を会場に開催されました。

　大会には、西村山郡の各市町消防団から10チームが出

場。小型ポンプの始動から、ホースを伸ばし貯水槽から

水をくみ上げて、火元に見立てた的に放水するまでのタ

イムと正確さが競われました。

　本町からは、第3分団第2部と第4分団第3部の2チ

ームが出場しました。各分団とも1カ月以上にわたる厳

しい早朝訓練の成果を存分に発揮し、共に優良賞を受賞

しました。

操作の正確さ早さを競い合う8
４

～山形県県消防協会西村山支部消防操法大会～

第３分団第２部　優良賞

指揮者　小野友和(諏訪原)

１番員　小國優介(諏訪原)

２番員　林　貴範(上北山)

３番員　松田　憲(所　部)

補　欠　渡辺一樹(塩野平)

補　欠　阿部新伍(所　部)

第４分団第３部　優良賞

指揮者　石坂康平(柳川平)

１番員　大泉優介(月　布)

２番員　笠原英司(柳川平)

３番員　冨樫俊介(柳川平)

補　欠　大場秀紀(柳川平)

補　欠　大泉久俊(月　布)

　急な勾配が数多く点在する蔵王坊平クロスカントリーコ

ースを舞台に、県内各市町村の小中学生の代表者がタスキ

をつなぐ、第16回蔵王坊平ジュニア駅伝競走大会が8月4

日に開催されました。

　本町からは小学校５年生から中学校3年生までの16名が

出場し、県内のライバルたちと負けじとアップダウンの激

しいコースに果敢に挑戦していきました。

　子どもたちはこの日のために放課後を利用して約1か月

間の練習を積んできました。走りきった後には「練習は辛

かったけど大会で役に立った」「もっとタイムが伸びると

思う」「また走りたい」など自分の走りを振り返り、次の

大会へ意欲をみせていました。

蔵王を駆け抜けタスキをつなぐ8
４

～第16回山形県ジュニア駅伝競走大会～

　やながわ自然ファクトリー2013が8月11日、旧本郷西小

学校で開催されました。

　この取り組みは、創作活動を通じて町内小学生たちに“も

のづくり”の楽しさを知ってもらおうと、東北芸術工科大

学の学生が企画しており、今回で25回目となります。

　今回の創作テーマは「やなバケ妖怪パレード」。さまざ

まな妖怪が夜に集まり行列を組んで徘徊する「百鬼夜行」

をパレード風に、にぎやかで楽しく表現するというもので

す。子どもたちは案を出しあいながら、葉っぱや枝、ダン

ボールなどを駆使して妖怪の衣装や楽器を作りました。

　完成後は実際にその衣装を着て小学校内でパレードをお

こない、子どもたちは手製の楽器を鳴らしながら自分が思

い描いた妖怪になりきっていました。

怖い妖怪を楽しく表現8
11

～やながわ自然ファクトリー2013～

出
場
者

平成２５年９月号・10



◆
わ
だ
い
の
交
差
点
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
情
報
の
一
部
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
フ
ォ
ト
お
お
え
」
に
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

Town Topics

　平成25年度大江町成人式が8月14日、ふれあい会館を会場に開催されました。
今年新成人になったのは、平成4年4月2日から平成５年4月1日までに生ま
れた110人で、そのうち86名が出席しました。
　式典では、新成人代表の村山美沙姫さん（月が丘区）が「今年3月に最上川
や私たちが子どもの頃から親しんできた街並みが、国の重要文化的景観に選定
されました。これは地域の方が町を愛し大切にしてきたからです。これからは
私たちも大江町を支えていく一員として町を愛し、大人として地域のために何
ができるのか考え行動していきたい」とあいさつしました
　式典後におこなわれた“20歳のつどい”では、実行委員会で企画したゲーム
などもおこなわれ、会場は楽しい雰囲気に包まれました。

新成人、喜び分かち合う8
14

～平成2５年度大江町成人式～

　お盆の帰省などで長距離運転の機会が多くなることから8月12日、国道
287号沿いの「道の駅おおえ」「テルメ柏陵健康温泉館」で、ふるさと笑顔帰

省作戦がおこなわれました。
　活動には早朝より町交通安全対策協議会会員など35
名が参加しました。道の駅では、交通安全母の会や安
協女性部の方々が、「全席シートベルト着用」「燃料計
を小まめに確認」などと書かれたチラシや反射タスキ
を配りドライバーへ交通事故防止を訴えました。

ルールを守り笑顔で帰省8
12

～交通安全ふるさと笑顔帰省作戦～

　全校生徒が紅白2つの組に分かれ競い合う、大江中学校運動会が
8月31日おこなわれました。
　生徒たちは今年のスローガンである「勇

ゆうおう

往邁
まいしん

進~限界を突き破
れ~」のもと、11種目で優勝をめざし熱戦を繰り広げました。
　中でも全男子が、相手の陣地にある棒のてっぺんに配置された旗
をいかに早く取るかを競う“棒倒し”では、攻める側も守る側も一
歩も引かない激しいぶつかり合いを展開し、一瞬の隙をついた紅組
が棒を倒しました。

全力でぶつかりあった夏8
31

～平成2５年度大江町立大江中学校大運動会～

▲後輩たちのために新成人

一同が町へ本を寄贈

11・広報おおえ



★このコーナーでは、小見在住のＡＬＴ（外
　国語指導助手）マットさんが、日常生活で
　感じたことなどを伝えます。

　
大
江
町
の
花
火
と
灯
ろ

う
流
し
、
甲
子
園
、
高
校
野

球
。「
日
本
の
夏
に
は
知
恵

と
体
を
使
っ
た“
芸
術
”
が

あ
る
」と
友
人
は
分
か
っ
た

よ
う
な
事
を
言
う
。夜
の
空

に
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
と
昇
っ

て
、万
華
鏡
の
世
界
を
造
り
だ
す
花
火
、一
球

を
追
う
し
な
や
か
な
若
い
体
の
甲
子
園
、な

る
ほ
ど“
芸
術
”
な
の
か
も
し
れ
な
い
。108
の

縫
い
目
、
牛
の
革
、
色
は
白
、
中
に
は
ゴ
ム
か

コ
ル
ク
、144
㌘
の
重
さ
、周
囲
23
セ
ン
チ
の
野

球
ボ
ー
ル
。た
っ
た
一
個
の
白
球
で「
投
げ
る
、

打
つ
、拾
う
、走
る
…
」の
野
球
。テ
レ
ビ
放
映

の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
、と
い
う
意
見
は
あ

る
が
、多
く
の
人
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
う
。
九
人
の
選
手
、
多
く
の
応
援
団
、
県

代
表
…
一
球
に
一
喜
一
憂
、涙
と
汗
、守
り
と

攻
め
、高
校
野
球
は
ド
ラ
マ
だ
ら
け
だ
。選
手

を
動
か
し
、チ
ー
ム
を
ま
と
め
、高
等
学
校
を

巻
き
込
み
、地
域
を
呑
み
込
み
、県
民
ま
で
ま

と
め
て
し
ま
う「
一
個
の
白
い
球
」。
白
い
球

の
魔
力
は
何
な
の
か
。
純
粋
、
実
直
、
無
我
夢

中
、爽
快
感
…
一
つ
の
球
が
日
本
全
体
を
動

か
す
野
球
は
何
と
も
素
晴
ら
し
い
。

　
今
世
界
に
求
め
ら
れ
て
い
る「
白
い
一
球
」

は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
み
に
く
い
戦
争
や
、

罪
の
な
い
人
々
が
苦
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う

な
、
皆
を
一
心
不
乱
に
、
一
生
懸
命
、
心
か
ら

の
応
援
が
で
き
る「
白
い
球
」は
そ
ば
に
あ
る

の
か
。
あ
っ
て
も
気
づ
か
な
い
の
か
、
な
い

の
か
。赤
い
糸
の
108
の
縫
い
目
で
作
ら
れ
た

「
球
」は
何
も
言
わ
な
い
。「
球
」を
打
つ
人
、作

る
人
、そ
の
ま
た
革
を
作
る
人
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

金子家

　金子家は原町通り沿い北側に位置し、敷地内には、通り沿い

から門、住宅、土蔵、それを囲むように庭が配置されています。

　宝暦7年（1757年）以前に平塩村（現在の寒河江市平塩）

から移り住んだといわれており、近世は質屋やお湯屋などを営

んでいたそうです。また木材に関する仕事にも深く関わってい

たことから地元では“木屋”の屋号で呼ばれています。

　通り沿いの門の両脇には長い板塀が続いており、門は切
きりつま

妻屋

根の載るシンプルな構造ながら、しろこ葺
ぶ

き屋根と背後に見越

しの松が立つ風格ある構造になっています。敷地内で最も古い

とされる土蔵は天保５年竣工とされ、全体的に建物の高さが

低めに建てられています。南側の開口部は正方形の小型のもの

で敷地内の他の建物とは異な

る特徴をみせています。

原町通り原町通り

　〒左沢郵便局　〒左沢郵便局

金子家

　卍 法界寺　卍 法界寺 県道23号線県道23号線

左沢駅左沢駅
国
道
４
５
８
号
線

国
道
４
５
８
号
線 光明院光明院

簡易マップ

金子家所蔵、文化14年（1817年）
の質屋札と文政9年（1826年）
の湯屋札 ▼

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.05

Hello everyone.  I hope your summer was filled with great memories too. With the start of the new semester, 
I'm reminded that education never rests. As part of my job I read a lot of education publications. Most of them 
are focused on teaching methods or activities for ESL students, but I also read about the future of education. 
Now many schools all over the world are using technology to offer better education to their students. As 
with everything, many older people fear change and do everything they can to avoid it. Of course eventually 
they will have to change and they'll join the rest of the world, but unfortunately by then they'll be at a great 
disadvantage when compared to the rest of the world. The true is change is constant in the world, everything 
changes and nothing remains the same. People who fear new things will be in fear their whole lives. Those 
who accept change as the natural way of things can look forward to every tomorrow. 

　皆さん、こんにちは。皆さんの夏休みもたくさんのいい思い出ができたのではないでしょうか。
新学期に入って、教育の進化は休むことがないと改めて感じました。私は仕事の一つとして、いろいろな教育雑誌や本を読みます。その多くは
ESL(English as a Second Languageの略。英語を母語としない人にとっての英語教育)の教え方や文法の説明の仕方などですが、未来の教育につ
いての本も読みます。現在世界中のたくさんの学校がテクノロジーを使用し、生徒たちにとって今までよりずっと分かりやすい教え方ができていま
す。しかしこれまでと違う方法に挑戦することを恐れる人々も多いので、反対する国も多いです。そんな国々でももちろんいつか他の国と同じ道を
歩かなければならない時がきます。その時には、早めに挑戦した国より不利となります。実は世の中で「物事が変わる」ということはよくあること
です。新しい事が怖いと思う人は、一生怖がります。変わることが自然と理解できる人は、明日を楽しみに進むことができます。

▲Ipadで最新のESLを
勉強するマットさん

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

ＡＬＴ通信

マットの №32おおえ生活
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可
能
性
を
追
求
す
る
大
切
さ

　
　

清せ
い

野の　

翔し
ょ
う
た太
さ
ん　
（
22
歳
・
藤
田
）

　「現場の状況は刻一刻と変化している
ので、いかに早く正確に分析するかが重
要です」と話す清野さん、現在は山形大学
工学部で分析化学の研究をしています。
　川の水に含まれる有害物質をはじめ、
水中に含まれるさまざま物質を短時間か
つ簡単に分析できる方法を模索するこの
研究は、失敗の連続とのことです。先月は
電極を使った分析方法を毎日夜遅くまで
研究するも、なかなか成功せず、方法を変
えながら何度も挑戦したそうです。
　「大学院の先輩でも失敗の原因が分か
らなかったので、成功した時はとてもう
れしかったし、いろいろな可能性を追求
する大切さを感じました」と清野さん。
　日頃の楽しみは研究の合間を縫って開
く友人と飲みの会とのことで、最近一番
楽しかった飲み会はと尋ねたところ「お
盆の時、里帰りした友人と久しぶりに会
いお互いの近況を報告しました。みんな
立場は違いますが将来の目標に向かって
進んでいました。私もみんなに負けず、地
元のためにできることを見つけて頑張り
たいです」と話してくれました。

●
　
短
　
歌
　
●

ひ
と
夏
の
涼
し
さ
く
れ
た
緑
の
カ
ー
テ
ン
残
り
し
ゴ
ー
ヤ
は
熟
れ
て
秋
色
　
　
菊
地
つ
ね
よ

八
月
や
あ
の
日
忘
れ
じ
玉
ぎ
ょ
く
お
ん
は
い
ち
ょ
う

音
拝
聴
安
堵
と
無
念
涙
の
終
戦
日
　
　
　
菅
井
　
妙
子

手
間
暇
を
か
け
て
育
て
し
甘
い
桃
亡
父
に
と
友
の
携
え
て
来
る
　
　
　
　
堀
　
ト
ヨ
エ

吹
く
風
は
日
増
し
に
秋
の
匂
ひ
し
て
今
朝
桃
色
の
コ
ス
モ
ス
咲
き
ぬ
　
　
佐
竹
　
麗
子

打
ち
上
が
る
大
輪
の
花
孫
達
と
一
緒
に
眺
め
る
し
あ
わ
せ
感
じ
　
　
　
　
長
岡
か
づ
子

代
々
と
寺
に
尽
せ
し
戒
名
の
永
林
の
字
は
特
に
光
り
し
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

眠
ら
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
寝
付
か
れ
ず
時
計
の
針
は
午
前
二
時
指
す
　
伊
藤
　
和
子

戦
争
に
か
り
た
て
ら
れ
き
老
し
わ
れ
「
二
十
四
の
瞳
」
を
涙
し
て
見
る
　
斎
藤
　
徳
治

陽
差
し
は
木
陰
に
憩
い
浮
か
び
く
る
汗
に
ま
み
れ
て
田
草
取
る
こ
と
　
　
清
野
　
伝
蔵

●
　
俳
　
句
　
●

畑
仕
事
友
と
二
人
で
西
瓜
割
る
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
忠
逸

風
吹
い
て
社
の
森
に
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

夏
の
朝
影
鳥
海
の
上
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
茂
樹

墓
洗
ふ
背
に
爽
や
か
な
初
秋
風
　
　
　
　
　
　
　
鴨
田
富
士
夫

ま
な
う
ら
に
大
輪
の
花
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
金
子
脩
一
郎

扇
風
機
風
音
弱
し
子
の
眠
り
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
元
喜
一
郎

黙
祷
の
一
分
八
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
　
勉

泳
ぎ
終
へ
水
が
平
ら
に
戻
り
け
り
　
　
　
　
　
　
舟
山
　
三
男

地
滑
り
の
道
行
く
処
暑
の
最
上
川
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
啓
泉

このコーナーに掲載ご希望の方は、毎月20日（必着）まで役場総務課に作品をお寄せください。

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん
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広報おおえ縮刷版第3巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで

第
32
回
山
形
県
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
団
体
一
般
１
部
優
勝　

大
江
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
選
手　

公
平
貴
広
さ
ん（
小
漆
川
）

　
　
　
　
　
　

菊
地
育
心
さ
ん（
深　

沢
）

　
　
　
　
　
　

渡
辺
拓
也
さ
ん（
12　

区
）

　

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
32
回
山

形
県
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会
の
男
子
団

体
一
般
1
部
に
お
い
て
大
江
ク
ラ
ブ
が
優

勝
し
ま
し
た
。
今
後
は
9
月
13
日
か
ら
16

日
に
福
島
市
国
体
記
念
体
育
館
で
開
催
さ

れ
る
、
第
32
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

平
成
25
年
度

　
　

山
形
県
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　

公
平
貴
広
さ
ん（

小
漆
川）

　

6
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
、
平
成
25
年

度
山
形
県
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会
の
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
に
お
い
て
大
江
ク
ラ
ブ
の

公
平
貴
広
さ
ん
が
準
優
勝
に
、
社
会
人
男

子
ダ
ブ
ル
に
お
い
て
公
平
貴
広
さ
ん
・
佐

藤
文
哉
さ
ん
（
山
形
市
）
ペ
ア
が
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
人
は
9
月
6
日
か
ら
8
日
に

群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
、
第
47
回
全
日
本
社
会
人
卓
球
選

手
権
大
会
に
出
場
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

輝いて

今
　

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、

表
彰
さ
れ
た
町
民
の
方
々
を

紹
介
し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

　

日
没
が
早
ま
る
秋
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら

夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間
／
9
月
21
日
～
30
日

◆
運
動
の
重
点

◎
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

◎
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る
交
通

事
故
防
止

ハ
ー
ト
フ
ル
メ
ー
ル
と
交
通
安
全
の

絵
の
展
示

　

校
外
生
活
に
お
い
て
行
動
範
囲
が
広
く

な
り
始
め
る
小
学
四
年
生
の
児
童
が
、
祖

父
母
な
ど
の
身
近
な
高
齢
者
宛
に
ハ
ー
ト

フ
ル
メ
ー
ル
（
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

を
、
来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
の
年
長
児

が
交
通
安
全
の
絵
を
作
成
し
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
、
作
品
を
展
示
中
で
す
の
で
、

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ふ
れ
あ
い
会
館
／
9
月
１
日
～
20
日

◆
中
央
公
民
館
／
9
月
21
日
～
30
日

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会(

総
務
課
危
機
管
理
係)

☎(

62)

２
１
８
７
ま
で

ス
モ
モ
の
収
穫
体
験
in
お
お
え
♥　

出
逢
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン　
　

（
第
２
回
） 

参
加
者
募
集
！

　

恋
よ
り
甘
～
い
新
品
種
ス
モ
モ
の
収
穫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
自
然
な
出
逢
い

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日
／
9
月
29
日
㈰ 

10
時
～

◆
内
容
／
青
苧
糸
を
使
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
体
験
、
大
山
自
然
公
園
で
焼
肉
と

芋
煮
で
昼
食
、
町
内
果
樹
園
に
て
ス
モ
モ

収
穫
作
業
の
お
手
伝
い
、
新
品
種
ス
モ
モ

の
試
食
と
ス
モ
モ
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲

◆
募
集
対
象
者
／

・
村
山
地
域
に
住
む
20
歳
代
～
40
歳
代
の

独
身
男
性
15
名

・
20
歳
代
～
40
歳
代
の
独
身
女
性
15
名

（
居
住
地
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
参
加
費
／
男
性
３
５
０
０
円　

女
性

２
５
０
０
円　

※
女
性
限
定
お
友
達
と
2

人
で
申
し
込
む
と
500
円
引

◆
申
込
期
限
／
9
月
17
日
㈫　

※
申
込
用
紙
は
政
策
推
進
課
ま
た
は
山
形

県
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ｎ
ｅ
ｔ
か
ほ
く
☎(

73)

５
２
８
０
、
FAX(

73)

５
２
８
１
ま
で

10
月
１
日
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す

　

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
調
査
で
、
国
や
県
・
町
が
住

生
活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど

を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
か

ら
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す
る
た

め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、
そ
の
他
の

目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
情
報
シ
ス

テ
ム
係
☎(

62)

２
１
８
７
ま
で

大
江
町
総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

◆
日
時
／
10
月
6
日
㈰ 

8
時
50
分
～

◆
場
所
／
左
沢
小
学
校
お
よ
び
そ
の
周
辺

◆
対
象
区
域
／
１
区
～
13
区
、
蛍
水

◆
内
容
／
避
難
誘
導
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
他

平成２５年９月号・14
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◆
場
所
／
大
江
町
内
果
樹
園
、
柳
川
温
泉

◆
内
容
／
あ
ま
～
い
ス
モ
モ
「
ラ
ブ
リ

ィ
」
の
も
ぎ
取
り
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ

ル
作
り
、
新
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
で
芋

煮
会
・
柳
川
温
泉
入
浴
券
付
き

◆
募
集
対
象
者
／

・
大
江
町
内
の
独
身
男
性
20
名

・
20
歳
代
～
40
歳
代
の
独
身
女
性
20
名

（
居
住
地
問
わ
ず
）

◆
参
加
費
／
男
性
３
０
０
０
円
、
女
性

２
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
9
月
30
日
㈪

◆
企
画
・
主
催
／
さ
が
え
西
村
山
農
業
協

同
組
合
青
年
部
大
江
支
部

※
訓
練
当
日
は
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
「
も

が
み
」
が
左
沢
小
学
校
上
空
で
救
助
救
出

訓
練
を
お
こ
な
い
ま
す
。
小
学
校
周
辺
に

お
住
い
の
方
は
、
洗
濯
物
な
ど
風
で
飛
ば

さ
れ
や
す
い
物
を
屋
内
に
退
避
さ
せ
る
な

ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
危
機
管
理

係
☎(

62)

２
１
８
７
ま
で

彩
る
秋
の
大
江
で
濃
い
恋
♪　
　
　

大
江
町
コ
ン
２
０
１
３
参
加
者
募
集

　

恋
愛
成
就
！
の
新
品
種
ス
モ
モ
「
ラ
ブ

リ
ィ
」
で
き
ゅ
ん
♥
な
恋
し
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時
／
10
月
26
日
㈯ 

13
時
～
19
時
30
分

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政

策
推
進
課
☎(

62)

２
１
１
８
、
FAX(

62)

４
７
３
６
ま
で

大
人
の
書
道 

あ
そ
び
ま
書　
　
　
　

平
成
25
年
作
品
展
開
催

　

ゆ
か
い
な
仲
間
、
こ
こ
ろ
優
し
い
仲
間

た
ち
が
今
年
一
年
に
書
い
た
作
品
を
た
く

さ
ん
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
こ
ど
も
展
」
も
併
せ
て
開
催
。

◆
期
日
／
10
月
25
日
㈮
～
28
日
㈪ 

◆
場
所
／
山
形
市
中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ア
ズ
七
日
町
）

第
52
回
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
開
催

　

い
ま
伝
え
た
い
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
題

し
て
、
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
未
来
の
社
会
を
担
う
中
学
生

の
熱
い
思
い
を
聞
け
る
絶
好
の
機
会
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
9
月
23
日
㈪ 

13
時
開
会

◆
場
所
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
2
階
大

会
議
室

◆
出
場
者
／
県
内
各
地
区
の
予
選
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
中
学
生
16
名

◆
入
場
料
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
社
団
法
人

山
形
県
防
犯
協
会
連
合
会
☎
023
―

624
―

３
８
０
０
ま
で

今
回
の
特
集
は
7
月
18
日
、22
日
の
豪

雨
災
害
時
に
私
が
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
雨
が
降
ら
な
い

こ
と
に
よ
る
断
水
は
想
像
が
つ
く
の
で
す

が
、
大
雨
で
な
ぜ
断
水
が
起
こ
っ
た
の
か

理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
特
集
を

書
く
に
あ
た
っ
て
、
飲
料
水
の
歴
史
に
つ

い
て
調
べ
て
い
く
と
何
故
か
四
大
河
文
明

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
し
た（
学
生
以
来

久
し
ぶ
り
の
復
習
で
す
）。
そ
の
中
で
、
人

類
の
歴
史
は
戦
争
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
思
想

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
い
か
に
き
れ
い
な
水
を
大

量
に
確
保
す
る
か
の
歴
史
で
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
編

集
を
終
え
、
先
人
た

ち
の
努
力
の
結
晶
で

あ
る
水
道
水
を
飲
む

と
、
改
め
て「
こ
れ
っ

て
す
ご
い
こ
と
だ
」

と
感
じ
ま
す
。  　

　
　
　

（
山
家
雄
志
）

税
務
研
修
会
の
開
催

◆
日
時
／
9
月
27
日
㈮ 

15
時
30
分
～

◆
会
場
／
寒
河
江
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

◆
内
容
／
会
社
の
永
遠
は
ス
ム
ー
ズ
な
承

継
か
ら
「
同
族
会
社
の
事
業
承
継
対
策
」

◆
講
師
／
会
計
税
理
士 

柴
田
律
子
氏

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
寒
河
江
法
人
会

☎(

86)

１
２
４
５
ま
で

編
集
後記

　各地区に大切に受け継

がれてきた伝統芸能や神

輿が町内を練り歩きま

す。また、ＪＲ左沢駅前

では下記の日程でパレー

ドも開催されますので、

ぜひおこし下さい。

◆期日／9月15日㈰

◆パレード場所／

ＪＲ左沢駅前広場

※お問い合わせは、大江

町観光物産協会事務局

☎(62)２１３9まで

出演団体 時間
MOVERヒップホップダンス 11:20
深沢獅子踊 11:30
七区囃屋台 11:45
三区左沢獅子踊 12:05
九区尚和会神輿　 12:20
おかみさんソーラン愛好会　 12:20
御免町囃子座 12:35
八幡神社神輿(柏風会) 13:00
左澤八区女相撲甚句 13:15

大江の秋まつり開催

15・広報おおえ
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おおえ色彩魚拓愛好会「メバル」　鈴木芳子

お
よ
げ
！！
た
い
や
き
く
ん

　

「
毎
日
、
毎
日
僕
ら
は
鉄
板
の
上
で
焼

か
れ
て
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」
何
十
年
前

に
流
行
し
た
歌
だ
っ
た
か
し
ら
？
私
が
今

職
業
に
し
て
い
る
た
い
焼
き
の
歌
で
す
。

た
か
が
た
い
焼
き
、
さ
れ
ど
た
い
焼
き
、

こ
の
た
い
焼
き
か
ら
い
ろ
ん
な
事
を
教
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
た
い
焼
き
屋

を
始
め
た
理
由
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
“
あ
ん
こ
”
が
大
好

き
で
、
中
で
も
上
山
と
肘
折
の
饅
頭
は
大

好
物
で
し
た
。
風
邪
を
ひ
い
て
熱
が
あ
り

食
欲
が
な
い
時
で
も
、
饅
頭
を
５
個
一
気

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
で
風

邪
を
治
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
人
目
の
子
を
妊
娠
し
た
時
、
つ
わ
り
が

ひ
ど
く
何
も
食
べ
た
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

唯
一
あ
ん
こ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
た
い
焼

き
が
食
べ
た
く
て
仕
方
な
か
っ
た
こ
と
も

覚
え
て
い
ま
す
。

　

酒
屋
に
嫁
い
で
25
年
、
当
初
は
店
が
古

く
て
昔
の
家
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
匂
い
、

暗
く
て
寒
く
て
不
便
だ
し
嫌
だ
っ
た
。「
い

や
ぁ
～
大
誤
算
！！
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

で
も
あ
ま
り
に
近
所
か
ら
嫁
い
だ
し
、
逆

に
戻
る
に
戻
れ
な
い
…
。
波
風
は
あ
っ
た

け
ど
ふ
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

娘
た
ち
も
成
長
し
、
と
り
あ
え
ず
一
安

心
に
な
っ
た
頃
、
自
分
を
見
つ
め
将
来
を

考
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
自
然
に
た
い

焼
き
が
食
べ
た
か
っ
た
あ
の
頃
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

『
や
っ
ぱ
り
“
あ
ん
こ
”
が
好
き
だ
』

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
酒
屋
の
一
画
に

た
い
焼
き
屋
を
設
け
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
酒
だ
け
が
目
的
じ
ゃ

な
い
、
沢
山
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
店

に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

心
強
い
こ
と
に
、
あ
ん
こ
が
好
き
な
私

に
は
、
和
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
る
叔
父
が

い
た
の
で
一
か
ら
教
え
て
も
ら
え
た
し
、

そ
の
頃
、
起
業
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
る

モ
デ
ル
事
業
企
画
も
あ
り
、
な
ん
と
か
今

に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

た
い
焼
き
屋
を
は
じ
め
て
み
る
と
不
思

議
な
こ
と
に
、
あ
れ
ほ
ど
嫌
だ
っ
た
店
の

雰
囲
気
が
、
私
が
焼
い
て
い
る
一
丁
型
焼

き
と
一
致
し
て
し
ま
い
、
ま
た
酒
屋
で
た

い
焼
き
と
い
う
話
題
性
か
ら
多
方
面
よ
り

取
り
上
げ
て
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で

は
店
内
は
甘
い
香
り
が
漂
い
、
お
客
様
か

ら
は
、
店
の
雰
囲
気
に
感
動
し
て
も
ら
え
、

『
美
味
し
い
』
と
も
言
っ
て
も
ら
え
、
幸

せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
店

を
け
な
し
て
申
し
訳
な
い
と
反
省
も
し
て

い
ま
す
。

　

今
は
敷
地
裏
に
建
て
た
現
代
的
な
自
宅

と
築
77
年
に
な
る
町
屋
作
り
の
店
の
両
方

を
味
わ
っ
て
い
ま
す
（
ぜ
い
た
く
な
こ
と

で
す
ね
）。
太
い
柱
、高
い
天
井
、長
い
廊
下
、

程
よ
い
暗
さ
…
。
何
だ
か
守
ら
れ
て
い
る

感
じ
に
捉
わ
れ
、
店
は
心
落
ち
着
く
場
所

に
な
り
ま
し
た
。
一
角
に
は
左
沢
大
火
前

の
店
の
絵
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
店

を
覗
い
て
み
た
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
も
、
育
ち
も
、
嫁
ぎ
先
も
、

こ
の
商
店
街
。
娘
が
幼
い
頃
『
お
母
さ
ん

の
実
家
近
く
て
つ
ま
ら
な
い
…
』
と
い
わ

れ
た
け
ど
、
私
に
と
っ
て
は
母
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
助
け
て
も
ら
え
て
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
家
族
の
協
力
と
今
ま
で

出
逢
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

も
て
な
し
の
心
で
沢
山
の
笑
顔
に
会
え
る

様
に
、
た
い
焼
き
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

商
店
街
は
町
全
体
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

ど
の
店
も
地
元
に
合
せ
た
も
て
な
し
の
心

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
街
の
灯
を
消
さ
な

い
様
に
ど
ん
な
形
に
な
っ
て
も
繋
い
で
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
先
代
か

ら
受
け
継
い
だ
こ
の
店
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ

ま
で
、
こ
の
商
店
街
と
共
に
、
お
よ
げ
！！

た
い
や
き
く
ん
！！

　
　
　
　
　
　
　

（
7
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久
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子
）
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戸籍の

まど
７月21日～８月20日受付分

お誕生おめでとう
区　名　 氏　　名　性別　 父母名
みなみ　伊藤　　翠

すい

　女　 巨樹・恵美

小　見　庄司　妃
ひ な

那　女　　武・静香

藤　田　渡邉　愛
あい

夏
か

　女　 俊昭・直子

９　区　鈴木　一
かずひろ

広　男　 伸一・由華

ご結婚おめでとう

ご冥福を祈ります

人口と世帯（前月比）
町の人口　9,026人（－20）

　　　男　4,433人（－７）

　　　女　4,593人（－13）

世 帯 数　2,911戸（－８）

平成25年９月１日現在

　区名・出身地名　　氏　名
　１３　区　佐藤　　研
　山形市　飛塚　奈美
　小　見　春日　美斗
　天童市　山口　秋奈

（
（

区　名　　氏　名　　年齢
１２　区　井上　茂雄　（8１）
堂屋敷　大泉　一男　（89）
９　区　松田　秀子　（85）
貫　見　松田喜智弥　（8１）
柳川平　大場美紀子　（74）
藤　田　清野タマヱ　（86）
上北山　林　よしゑ　（9２）
荻　野　相澤　喜六　（98）
貫　見　稲村ち　を　（88）
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